
介
護
離
職
が

社
会
問
題
と
な

っ
て
久
し
い
。

そ
う
な
ら
な
い

た
め
の
介
護
保

険
制
度
で
は
な

か
っ
た
の
か
、
と
愚
痴
っ
て
も

介
護
職
不
足
に
解
決
策
が
見
え

な
い
▼
私
の
た
め
に
子
ど
も
た

ち
が
生
活
を
犠
牲
に
し
て
ほ
し

く
な
い
。
Ａ
Ｃ
Ｐ
（
ア
ド
バ
ン

ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）

は
、
彼
ら
か
ら
は
切
り
出
し
に

く
か
ろ
う
と
、
突
発
的
に
意
思

を
伝
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
場
合

の
た
め
に
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

ト
を
購
入
し
た
。
が
、
ど
う
書

け
ば
よ
い
の
か
迷
っ
て
２
年
が

過
ぎ
た
。
自
分
に
置
き
換
え
、

親
か
ら
「
無
理
し
な
い
よ
う

に
」
と
言
わ
れ
て
も
ど
こ
か
ら

が
無
理
な
の
か
。
睡
眠
時
間
を

削
り
休
み
を
返
上
す
る
こ
と
は

？
親
な
の
だ
か
ら
「
多
少
の
こ

と
は
」
の
「
多
少
」
と
は
…
▼

４
年
前
に
父
が
孤
独
死
し
た
。

母
が
他
界
し
て
か
ら
隔
週
日
曜

日
に
実
家
へ
通
い
、
ヘ
ル
パ
ー

さ
ん
も
来
て
い
た
が
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ

Ｉ
Ｄ
―
19
の
蔓
延
中
、
父
は
、

他
人
と
の
接
触
を
嫌
が
っ
た
。

私
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
し
て
毎
週

通
っ
た
▼
私
の
休
診
日
は
日
祝

で
あ
る
。
最
後
の
１
カ
月
は
疲

れ
て
行
け
ず
、「
次
の
日
曜
に

行
く
ね
」
と
の
電
話
が
最
後
に

な
っ
た
。
書
き
始
め
て
は
み
た

も
の
の
、
筆
は
重
い
。（
Ａ
）

協
会
は
６
月
15
日
、
新
宿
区
内
の
Ｔ
Ｋ
Ｐ
市
ヶ
谷
カ
ン
フ

ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
で
第
53
回
定
期
総
会
を
開
催
し
、
会
員

ら
47
人
が
参
加
し
た
。
２
０
１
７
年
か
ら
４
期
８
年
に
わ
た

り
会
長
を
務
め
た
坪
田
有
史
氏
が
退
任
し
、
新
た
に
会
長
と

し
て
選
出
さ
れ
た
早
坂
美
都
氏
が
抱
負
を
述
べ
た
。
第
６
代

会
長
と
な
り
、
協
会
設
立
か
ら
約
半
世
紀
の
中
で
初
め
て
の

女
性
会
長
と
な
っ
た
（
所
信
表
明
＝
３
面
）。

▼
各
議
案
が
承
認
会
員
か
ら
は
要
望
も

役
員
改
選
で
は
立
候
補
し
た

23
名
全
員
が
信
任
選
出
。
現
職

の
役
員
に
加
え
、
小
林
顕
氏
が

新
理
事
に
就
任
し
た
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
副
会
長
や
広
報
・
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
部
長
な
ど
を
歴
任

し
て
き
た
藤
野
健
正
監
事
が
退

任
し
、
新
た
に
顧
問
と
な
っ
た

（
新
役
員
ほ
か
一
覧
＝
３

面
）。その

後
に
行
わ
れ
た
臨
時
理

事
会
で
早
坂
新
会
長
ほ
か
、
加

藤
開
、
坪
田
有
史
、
馬
場
安

彦
、
本
橋
昌
宏
、
山
本
鐵
雄
の

各
氏
が
副
会
長
に
選
出
さ
れ
た
。

早坂美都新会長

　
現
在
、
医
療
機
関
は
、
物
価

高
騰
で
未
だ
か
つ
て
な
い
危
機

に
直
面
し
て
い
る
。
協
会
が
実

施
し
た
「
物
価
高
騰
に
関
す
る

医
療
機
関
の
緊
急
調
査
」
で

は
、
診
療
報
酬
改
定
後
の
収

入
が
「
下
が
っ
た
」
と
の
回
答

が
52
・
６
％
も
占
め
、「
上
が
っ

た
」
は
わ
ず
か
９
・
８
％
で
あ
っ

た
。
そ
の
中
で
賃
上
げ
に
つ
い

て
は
67
・
３
％
が
「
実
施
し
て

い
る
」
と
回
答
し
、
ま
さ
に
身

を
削
っ
た
賃
上
げ
が
行
わ
れ
て

い
る
。

　
東
京
の
歯
科
診
療
所
の
厳
し

さ
は
、
昨
年
10
月
に
実
施
し
た

「
会
員
の
意
識
と
実
態
調
査
」

で
も
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
保

険
診
療
と
自
費
診
療
の
年
間
売

り
上
げ
が
、
２
０
２
３
年
５
月

に
行
わ
れ
た
「
第
24
回
医
療
経

済
実
態
調
査
」
の
最
頻
値
を
い

ず
れ
も
下
回
っ
て
い
る
。
ま
た
、

２
０
２
４
年
度
診
療
報
酬
改
定

に
対
す
る
「
歯
科
会
員
ア
ン

ケ
ー
ト
」
で
も
、
プ
ラ
ス
の
影

響
項
目
の
問
に
対
す
る
最
も
多

い
回
答
が
「
プ
ラ
ス
の
影
響
は

ほ
と
ん
ど
な
い
」
50
・
２
％
と

な
り
、
さ
ら
に
改
定
の
評
価
に

対
す
る
問
も
「
ど
ち
ら
か
と
言

え
ば
悪
か
っ
た
」「
悪
か
っ

た
」
と
の
回
答
が
70
・
３
％
も

占
め
る
な
ど
、
多
く
の
不
満
が

噴
出
し
た
。
こ
の
中
で
医
療
機

関
の
廃
業
が
後
を
絶
た
ず
、
診

療
報
酬
の
大
幅
な
引
き
上
げ
が

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

　
物
価
高
騰
で
国
民
の
暮
ら
し

も
厳
し
く
な
っ
て
お
り
、
患
者

団
体
な
ど
の
切
実
な
声
が
反
映

さ
れ
た
結
果
、
国
は
窓
口
負
担

の
引
き
上
げ
で
あ
る
高
額
療
養

費
の
上
限
額
引
き
上
げ
を
凍
結

し
た
。
さ
ら
に
は
、
健
康
保
険

証
に
お
い
て
も
、
累
計
１
万
筆

を
超
え
る
署
名
が
集
ま
る
な
ど

医
療
機
関
と
国
民
の
力
を
結
集

し
た
活
動
を
展
開
し
た
こ
と
も

あ
り
、
後
期
高
齢
者
に
加
え
て

渋
谷
区
と
世
田
谷
区
の
国
保
に

お
い
て
も
マ
イ
ナ
保
険
証
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
資
格
確
認
書

を
一
斉
発
行
す
る
に
至
っ
た
。

　
協
会
は
安
心
安
全
な
歯
科
医

療
の
提
供
を
脅
か
す
動
き
に
強

く
反
対
し
、
特
に
原
爆
投
下
80

年
の
節
目
を
迎
え
る
現
在
で

も
、
戦
争
が
行
わ
れ
て
い
る

事
態
に
断
固
抗
議
す
る
。

　
私
た
ち
は
、
国
民
の
生
活
、

歯
科
医
療
の
充
実
、
お
よ
び
そ

の
前
提
で
あ
る
平
和
な
社
会
を

脅
か
す
動
き
を
断
じ
て
許
さ

ず
、
社
会
保
障
の
充
実
を
通

じ
て
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
以

下
の
要
求
を
表
明
す
る
。

　
　
　
　
記

一
．
国
は
、
現
行
の
社
会
保
障

　
制
度
を
後
退
さ
せ
ず
、
世
界

　
の
国
々
が
模
範
と
す
る
日
本

　
の
社
会
保
障
制
度
を
さ
ら
に

　
充
実
さ
せ
る
こ
と
。

一
．
国
は
、
歯
科
医
療
の
充
実

　
や
医
療
従
事
者
の
処
遇
改
善

　
が
進
む
よ
う
、
診
療
報
酬
を

　
大
幅
に
引
き
上
げ
る
こ
と
。

一
．
国
は
、
高
額
療
養
費
の
上

　
限
額
引
き
上
げ
な
ど
、
さ
ら

　
な
る
患
者
負
担
増
を
止
め
る

　
こ
と
。

一
．
国
は
、
健
康
保
険
証
の
発

　
行
停
止
を
撤
回
す
る
こ
と
。

　
ま
た
、
少
な
く
と
も
マ
イ
ナ

　
保
険
証
の
有
無
に
か
か
わ
ら

　
ず
資
格
確
認
書
を
一
斉
発
行

　
す
る
よ
う
、
各
自
治
体
に
要

　
求
す
る
こ
と
。

一
．
私
た
ち
歯
科
医
師
は
、
平

　
和
を
妨
げ
る
す
べ
て
の
動
き

　
に
反
対
す
る
。

　
　
　
２
０
２
５
年
６
月
15
日

　
　
　
東
京
歯
科
保
険
医
協
会

　
　
　

第
53
回
定
期
総
会

第
53
回
定
期
総
会
「
決
議
」

「骨太の方針2025」閣議決定
　政府は６月13日、臨時閣議を開催し、
「経済財政運営と改革の基本方針２０２
５」（骨太方針２０２５）を決定した。社
会保障関係費については、「高齢化によ
る増加分に相当する伸びにこうした経済
・物価動向等を踏まえた対応に相当する
増加分を加算する」と明記した。

　また、歯科医療関連部分では、いわゆ
る国民皆歯科健診への具体的な取り組
み、歯科専門職による口腔健康管理の充
実などを盛り込み、引き続き力を入れる
ことを明記している。
　厳しい医療機関の経営との関連では、
「経営の安定や現場で働く幅広い職種の
方々の賃上げに確実につながるよう、的
確な対応を行う」とした。

当
日
は
併
せ
て
、
東
京
新
聞

編
集
局
社
会
部
編
集
委
員
の
長

久
保
宏
美
氏
に
よ
る
記
念
講
演

が
行
わ
れ
た
。
続
く
懇
親
会
で

は
、
会
員
や
関
係
者
ら
が
交
流

を
深
め
た
（
関
連
記
事
＝
２

面
）。定期

総
会
の
冒
頭
、
坪
田
氏

は
会
員
を
は
じ
め
、
役
員
、
部

員
ら
に
こ
れ
ま
で
の
感
謝
の
意

を
表
し
、
会
長
職
を
退
く
意
向

を
表
明
し
た
。
そ
の
後
、
池
川

裕
子
理
事
が
関
係
団
体
な
ど
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

読
み
上
げ
た
。
ま
た
、
議
長
に

は
、
島
倉
洋
造
氏
、
橋
村
威
慶

氏
が
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
、
議

事
を
進
行
し
た
。

第
１
号
議
案
「
２
０
２
４
年

度
の
活
動
報
告
の
承
認
を
求
め

る
件
」、
第
２
号
議
案
「
２
０
２

４
年
度
決
算
報
告
の
承
認
を
求

め
る
件
」「
会
計
監
査
・
会
務
監

査
報
告
」
を
行
い
、
い
ず
れ
も

賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
た
。

続
い
て
、
第
３
号
議
案
「
２

０
２
５
年
度
活
動
計
画
案
の
承

認
を
求
め
る
件
」、
第
４
号
議

案
「
２
０
２
５
年
度
予
算
案
の

承
認
を
求
め
る
件
」
が
提
案
さ

れ
、
こ
ち
ら
も
賛
成
多
数
で
承

認
さ
れ
た
。
第
３
号
議
案
に

は
、
26
年
度
診
療
報
酬
改
定
に

向
け
た
厚
生
労
働
省
へ
の
働
き

か
け
や
、
従
業
員
の
雇
用
確
保

な
ど
歯
科
医
院
経
営
を
守
る
取

り
組
み
を
盛
り
込
ん
だ
。
ま

た
、
マ
イ
ナ
保
険
証
問
題
を
念

頭
に
、
全
国
民
へ
「
資
格
確
認

書
」
の
発
行
を
国
な
ど
に
求
め

て
い
く
こ
と
も
明
記
し
た
。

さ
ら
に
、
第
５
号
議
案
「
役

員
改
選
の
件
」
で
は
役
員
選
挙

で
理
事
、
監
事
が
選
出
さ
れ
た

ほ
か
、
顧
問
、
事
務
局
長
が
そ

れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
た
。

最
後
に
第
６
号
議
案
と
し

て
、「
決
議
採
択
の
件
」
も
賛

成
多
数
で
承
認
さ
れ
た
。

各
議
案
に
対
し
、
参
加
し
た

会
員
か
ら
は
、
医
療
機
関
へ
の

支
援
金
の
給
付
を
東
京
都
へ
要

望
し
て
ほ
し
い
と
い
う
声
や
、

事
務
局
体
制
や
会
員
サ
ポ
ー
ト

体
制
の
維
持
を
求
め
る
意
見
な

ど
が
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
執
行

部
が
返
答
し
た
。

News　View

＜定期総会関連＞
　総会記念講演
　新会長所信表明
　新任役員一覧

２ ３

都議選結果
東京都支援金情報

８地域医療部長談話
子ども医療費助成制度の拡充を全国へ

研究会・行事案内 ５

2025年度新規個別指導の
計画概要を解説

６

第
53
回
定
期
総
会
開
催

会
員
の
た
め
歯
科
医
療
の
課
題
に
対
処

新
会
長
に
早
坂
美
都
氏

新
会
長
に
早
坂
美
都
氏 

女
性
で
初

女
性
で
初
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東京都はこのほど、ホームページ上に「東京都医療機関等物価高騰緊急
対策支援金（２０２５年度）」の要綱や申請様式を公表した。一歯科診療所
当たり７万８千円が支給される。詳細は、東京都ホームページあるいは協
会ホームページでご確認いただきたい。

申請方法は、Ｊグランツ申請と書面申請の２種類。Ｊグランツ申請は10
月上旬頃受付開始、書面申請は８月下旬～ 10月上旬頃WEBによる事前申
込受付開始である。

なお、24年度の東京都物価高騰緊急対策支援金申請の際に、ＧビズIDを
取得した方は、Ｊグランツ申請での対応をお勧めする。

物価高騰緊急支援金 要綱など公表

　　支援金7.8万円を歯科診療所に支給
　　申請開始▶＜Jグランツ申請＞10月上旬頃
　　　　　　　＜書面申請＞８月下旬～ 10月上旬頃

① Jグランツ申請
６月中旬～下旬頃 支援金関連要綱および様式の公表
10月上旬頃 交付申請兼実績報告受付開始
10月下旬頃 交付申請兼実績報告受付締切
12月～ 支援金支給

※Jグランツ申請におけるWebによる事前申込は２０２５年度より不要。

② 書面申請
６月中旬～下旬頃 支援金関連要綱および様式の公表

８月下旬～10月上旬頃
Webによる事前申込受付開始（申
込内容の審査完了後、順次交付申
請兼実績報告提出の御案内を送付）

10月下旬頃 交付申請兼実績報告受付締切
12月～ 支援金支給

　東京都はこのほどホームページ上に、生産性向上・職場環境整備等支援
金18万円の申請開始時期を公表した。
　それによると、申請開始時期は７月下旬～８月上旬となる予定で、詳細
は現在調整中。そのほか現時点では、対象医療機関は２０２５年３月31日
時点でベースアップ評価料を届け出ている医療機関、支給要件は24年４月
１日から26年３月31日までの間に、以下の業務効率化や職員の処遇改善を
図る場合のいずれかで、複数も可。所要の経費に相当する給付金が支給さ
れる。

◆ICT機器等の導入による業務効率化：タブレット端末、離床センサー、
インカム、WEB会議設備、床ふきロボット、監視カメラ等の業務効率
化に資する設備の導入

◆タスクシフト／シェアによる業務効率化：医師事務作業補助者、看護補
助者等の職員の新たな配置によるタスクシフト／シェア、給付金を活
用したさらなる賃上げ

◆処遇改善を目的とした、既に雇用している職員の賃金改善

（
１
面
か
ら
つ
づ
く
）
定
期

総
会
終
了
後
、
長
久
保
氏
に
よ

る
記
念
講
演
が
行
わ
れ
た
。
テ

ー
マ
は
「
マ
イ
ナ
保
険
証
と
保

険
証
廃
止
―
担
当
記
者
の
２
年

間
」
で
、
55
人
が
聴
講
し
た
。

長
久
保
氏
は
マ
イ
ナ
保
険
証

問
題
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
以

来
、
最
前
線
で
取
材
を
続
け
て

き
た
。
講
演
で
は
、
多
く
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
電
子
証

明
書
が
２
０
２
５
年
に
有
効
期

限
を
迎
え
る
問
題
に
つ
い
て

は
、
既
に
川
崎
市
の
窓
口
で
対

応
で
き
な
い
状
況
が
起
き
て
い

る
こ
と
を
説
明
。
一
方
で
全
国

的
に
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
率

は
低
迷
し
て
お
り
、「
メ
リ
ッ

ト
が
十
分
に
活
か
し
き
れ
て
い

な
い
」
と
指
摘
し
た
。
本
講
演

の
模
様
は
本
紙
８
月
号
で
詳
報

す
る
予
定
。

新
旧
会
長
が
抱
負
と
謝
辞

会
員
や
関
連
団
体
、
議
員
ら

が
参
加
し
た
懇
親
会
に
は
、
63

人
が
集
っ
た
。
新
会
長
お
披
露

目
と
な
っ
た
冒
頭
の
挨
拶
で
早

坂
氏
は
「
国
民
の
皆
さ
ま
が
、

よ
り
一
層
安
心
し
て
歯
科
医
療

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
さ
ら
な
る
努
力
を
続
け

る
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。
そ
の

後
、
全
国
保
険
医
団
体
連
合
会

の
天
谷
静
雄
副
会
長
、
東
京
保

険
医
協
会
の
須
田
昭
夫
会
長
ら

も
登
壇
し
、
祝
辞
を
送
っ
た

（
来
賓
一
覧
＝
３
面
）。

そ
の
後
、早
坂
新
会
長
か
ら
坪

田
有
史
前
会
長
に
退
任
の
花
束

が
贈
ら
れ
た
。坪
田
氏
は「
患

者
、
国
民
の
た
め
に
思
考
を
巡

ら
せ
て
き
た
」と
会
長
任
期
を
振

記
念
講
演
は
マ
イ
ナ
問
題 

東
京
新
聞
・
長
久
保
氏

東京都　支援金情報

第１党・都民ファ

「先進的な取り組みを横展開」
都 

議 

選

渋谷区・世田谷区の「資格確認書」発送対応に

東京歯科アンケートで回答

し
、
医
療
機
関
の
賃
金
支
払
能

力
向
上
を
図
る
と
回
答
し
て
い

る
。
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
証

の
有
効
期
限
切
れ
へ
の
対
策
に

つ
い
て
は
、
世
田
谷
区
・
渋
谷

区
が
実
施
し
て
い
る
先
進
的
な

取
り
組
み
を
横
展
開
で
き
る
よ

う
支
援
を
行
う
と
回
答
し
て
お

り
、
医
療
現
場
で
の
混
乱
や
受

診
を
妨
げ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
引
き
続
き
協
会
と
し
て
都

内
全
て
の
自
治
体
で
マ
イ
ナ
保

険
証
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
国

保
被
保
険
者
に
対
し
て
資
格
確

認
書
の
一
斉
送
付
を
実
現
す
る

よ
う
求
め
た
い
。
そ
の
他
、
子

ど
も
医
療
費
助
成
制
度
で
は
、

200
円
の
自
己
負
担
に
つ
い
て
適

東
京
都
議
会
議
員
選
挙
の
投

開
票
が
６
月
22
日
に
行
わ
れ

た
。
協
会
で
は
、
東
京
都
議
会

議
員
選
挙
に
先
立
ち
、
各
政
党

に
対
し
、
歯
科
医
療
に
関
わ
る

政
策
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
た
。
今
回
、
第
一

党
と
な
っ
た
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト

の
会
は
、
当
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト

に
対
し
、
診
療
報
酬
に
つ
い
て

国
に
適
切
な
対
応
を
求
め
、
都

独
自
の
支
援
策
と
し
て
、
設
備

投
資
や
経
営
の
効
率
化
を
支
援

切
な
対
応
を
検
討
す
る
、
妊
産

婦
の
口
腔
管
理
、
歯
科
訪
問
診

療
の
体
制
強
化
で
も
推
進
・
拡

充
の
方
針
で
回
答
を
得
て
い

る
。し

か
し
、
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト

の
会
で
も
定
数
の
４
分
の
１
程

度
の
議
席
数
で
あ
る
。
票
が
細

か
く
割
れ
、「
混
沌
」
と
評
さ

れ
る
今
回
の
都
議
選
。
大
き
く

議
席
を
獲
得
し
て
い
る
党
は
な

く
、
政
策
実
現
の
た
め
に
は
各

党
の
協
力
が
必
須
で
あ
る
。

都
民
の
口
腔
健
康
促
進
の
た

め
、
協
会
で
は
、
引
き
続
き
各

党
に
歯
科
医
療
政
策
の
拡
充
を

進
め
る
よ
う
働
き
か
け
て
い

く
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い

生産性向上 ・職場環境整備等支援事業

　補助金18万円を歯科診療所に支給
　申請開始時期▶７月下旬～８月上旬を予定

東京都
物価高騰緊急
支援金ページ

東京都
生産性向上 ・職場環境
整備等支援事業ページ

※東京都ホームページに
「よくある質問」が公開
されているので、ご活用
いただきたい。（右QR）

記念講演に登壇した長久保宏美氏記念講演に登壇した長久保宏美氏

賑わいを見せた懇親会賑わいを見せた懇親会

まもなく
施設基準などの“8月定例報告”

り
返
り
、「
こ
れ
か
ら
の
協
会
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。本
当

に
８
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
」と
謝
辞
を
述
べ
た
。

初
参
加
の
会
員

「
協
会
は
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
」

会
場
に
は
、
初
め
て
定
期
総

会
に
訪
れ
た
会
員
の
姿
も
あ
っ

た
。
佐
藤
洋
一
先
生
（
豊
島

区
）
は
、「
若
手
や
新
規
開
業

の
先
生
に
よ
り
プ
ッ
シ
ュ
型
の

Ｐ
Ｒ
が
で
き
れ
ば
、
よ
り
協
会

が
発
展
し
て
い
く
の
で
は
な
い

か
」
と
、
さ
ら
な
る
協
会
活
動

に
期
待
。
定
期
総
会
に
つ
い
て

は
「
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気

で
会
員
の
先
生
方
と
気
軽
に
意

見
交
換
が
で
き
る
楽
し
い
時
間

を
過
ご
せ
ま
し
た
。
ま
た
次
回

も
参
加
し
た
い
」
と
笑
み
を
浮

か
べ
た
。
ま
た
、
扇
山
隆
先
生

（
江
戸
川
区
）
は
、
数
年
来
続

て
は
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
る
た
め
、
ぜ
ひ
ご
覧

い
た
だ
き
た
い
。

な
お
、
７
月
20
日
投
開
票
の

参
議
院
議
員
選
挙
に
向
け
て
、

「
保
険
で
良
い
歯
科
医
療

を
」
全
国
連
絡
会
が
歯
科
医
療

政
策
ア
ン
ケ
ー
ト
を
、
全
国
保

険
医
団
体
連
合
会
が
日
本
の
医

療
制
度
な
ど
に
関
す
る
政
策
ア

ン
ケ
ー
ト
を
各
党
に
対
し
実
施

し
た
。
こ
ち
ら
も
結
果
を
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

る
。
投
票
の
参
考
に
ぜ
ひ
ご
覧

い
た
だ
き
た
い
。

く
健
康
保
険
証
廃
止
問
題
を
き

っ
か
け
に
、
協
会
活
動
へ
の
関

心
が
高
ま
っ
た
と
明
か
し
、
協

会
活
動
の
報
告
や
今
後
の
見
通

し
が
ま
と
め
ら
れ
た
議
案
書
を

手
に
し
、「
活
動
の
様
子
が
詳

し
く
載
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ

を
読
む
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ

た
。
参
加
し
て
み
な
け
れ
ば
わ

か
ら
な
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ

っ
た
」
と
初
め
て
足
を
運
ん
だ

定
期
総
会
を
振
り
返
っ
た
。

「
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
」

　    

初
参
加
の
会
員
ら
も
懇
親

　施設基準などの届出状況報告（以下、８月定例報
告）の時期が近づいてきた。８月定例報告の提出期
限は２０２４年度から８月に変更された。毎年８月１
日現在の届出書の記載事項について報告することが
定められており、提出期限は８月末日である。

歯初診・実地指（訪衛指）・選定療養など報告義務歯初診・実地指（訪衛指）・選定療養など報告義務

　歯科に関しては、歯科点数表の初診料の注１（歯
初診）の施設基準を届け出ている場合（院内感染防
止対策に関する研修を４年以内に受講など）や、歯
科衛生実地指導料（実地指）、または訪問歯科衛生
指導料（訪衛指）のいずれかを算定した実績がある
場合、また選定療養の実施状況報告が必要な場合に
提出が求められる。
　昨年は定例報告に関する案内（ハガキ）が７月末
に送付されている。案内が届いたら提出期限に遅れ
ないようご対応いただきたい。 都議選

アンケート
結果

※施設基準の講習会案内は５面を参照



東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（３） 第６６４号 ２０２５年（令和７年）７月1日（毎月１回１日発行） （第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918

懇親会参加来賓一覧懇親会参加来賓一覧（順不同、敬称略）（順不同、敬称略）

自由民主党 辻清人衆議院議員※秘書
立憲民主党 鈴木庸介衆議院議員、末松義規衆議院議員
日本共産党 小池晃参議院議員、吉良よし子参議院議員
都民ファーストの会 東京都議団 増子ひろき議員
日本共産党新宿区議会議員団　 沢田あゆみ議員
全国保険医団体連合会 天谷静雄副会長
東京保険医協会 須田昭夫会長、小形歩事務局長
社会保険診療報酬支払基金 山本光昭理事
公益社団法人 東京都歯科衛生士会 佐藤静香副会長
障害者と家族の生活と権利を守る都民連絡会 垣見尚哉事務局長
東京新聞編集局社会部 長久保宏美編集委員

新
会
長 

所
信
表
明

歯
科
医
療
を
正
し
く

　
　

理
解
し
て
も
ら
う
べ
き
時
代

世
界
に
誇
る
国
民
皆
保
険
制
度
を
次
世
代
へ

こ
の
た
び
、
第
53
回
総
会
に

お
き
ま
し
て
、
東
京
歯
科
保
険

医
協
会
第
６
代
会
長
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
。
誠
に
光
栄
に
存

じ
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の
責
務

の
重
大
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
は

一
層
の
覚
悟
を
も
っ
て
職
責
を

果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
保
険
で
安
心
し
て
、
き
ち

ん
と
し
た
診
療
が
で
き
る
よ
う

に
し
よ
う
」
―
こ
れ
は
、
１
９

７
３
年
に
当
協
会
を
設
立
さ
れ

た
初
代
会
長
・
小
林
昌
平
先
生

か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
、
協

会
の
根
幹
を
な
す
理
念
で
す
。

私
は
、
第
２
代
会
長
・
大
多
和

彦
二
先
生
の
時
代
に
入
会

し
、
第
３
代
会
長
・
中
川
勝
洋

先
生
に
は
新
規
開
業
時
に
ご
指

導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

後
、
第
４
代
会
長
松
島
良
次
先

生
、
第
５
代
会
長
坪
田
有
史
先

生
の
も
と
で
理
事
、
副
会
長
と

はじめまして!!　はじめまして!!　新理事紹介新理事紹介

皆さまのお役に

　　　　　立てるよう

小
こ ば や し

林 顕
あきら

  理事

　去る６月15日に開催されました第53回定期総会にお
ける役員選挙により、新しく理事に就任いたしました。
会員歴37年、広報・ホームページ部部員を13年務めさ
せていただきましたが、協会運営については新参者で
す。先輩方のご指導の下、皆様のお役に立てるよう精
進して参ります。よろしくお願いいたします。

第第5353回定期総会祝電・メッセージ等一覧回定期総会祝電・メッセージ等一覧（順不同、敬称略）（順不同、敬称略）

国会議員
◆衆議院議員
立憲民主党 酒井なつみ、長谷川嘉一、松尾明弘、松下玲子、山花郁夫
国民民主党 円より子
日本共産党 田村智子
れいわ新選組 佐原若子

◆参議院議員
立憲民主党 牧山ひろえ、塩村あやか
日本共産党 山添拓

都議会・区議会議員等
◆東京都議会議員
東京都議会自由民主党 鈴木章浩、山加朱美

都民ファーストの会東京都議団 伊藤大輔、後藤なみ、こまざき美紀、保坂まさひろ、
村松一希、森村隆行、山田ひろし

日本共産党東京都議会議員団 曽根はじめ、とや英津子、原のり子、藤田りょうこ、
福手ゆう子

東京都議会立憲民主党 竹井ようこ、西崎つばさ、中村ひろし

◆区議会議員
新宿区議会立憲民主党・無所属クラブ 小野裕次郎、志田雄一郎、山口かおる
日本共産党新宿区議会議員団 佐藤佳一

　
退
任
の
ご
挨
拶

　
　
　

東
京
歯
科
保
険
医
協
会  

前
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坪
田  

有
史

　

８
年
間
の
感
謝

２
０
１
２
年
１
月
に
本
会
に

入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
13
年

６
月
に
理
事
、
15
年
６
月
に
副

会
長
、
17
年
６
月
に
会
長
を
拝

命
し
ま
し
た
。
会
長
職
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
８
年
間
、

会
員
の
先
生
方
、
事
務
局
の
方

々
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
会
長
と
い
う
責
任
の
あ

る
立
場
で
、
会
員
そ
し
て
患

者
、
国
民
の
視
点
を
常
に
第
一

に
考
え
る
よ
う
に
心
が
け
て
き

ま
し
た
。

８
年
間
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
充
実
し

た
時
間
を
過
ご
せ
た
こ
と
に
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

監事の藤野健正氏が勇退監事の藤野健正氏が勇退

引き続き
協会「顧問」として会務協力

監事の藤野健正氏(写真右)が、今
総会を機に退任を表明した。藤野
氏は１９８１年11月に協会会員とな
り01年６月に理事、11年６月に副会
長、15年６月から再度理事を務め、
19年６月から監事に。今後は協会顧
問として、これまでの経験を活か
していただくことになった。

今回選出された役員一覧《任期は第55回定期総会まで》
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務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
協
会

活
動
の
現
場
を
間
近
に
見
て
ま

い
り
ま
し
た
。

今
回
、
会
長
に
立
候
補
し
た

背
景
に
は
、
い
く
つ
か
の
強
い

思
い
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
１
つ
目
に
、
歯
科
医
療

は
国
政
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
。
診
療
報
酬
の

改
定
は
国
家
予
算
に
直
結
し
、

国
会
議
員
へ
の
要
請
活
動
や
厚

労
省
・
都
へ
の
働
き
か
け
は
、

医
療
を
守
る
た
め
に
欠
か
せ
な

い
活
動
で
す
。

２
つ
目
に
、
保
険
医
の
先
生

方
の
生
活
を
守
る
と
い
う
視
点

も
重
要
で
す
。
当
協
会
が
提
供

す
る
休
業
保
障
制
度
や
保
険
医

年
金
、
グ
ル
ー
プ
生
命
保
険
は

非
常
に
優
れ
た
制
度
で
あ

り
、
も
っ
と
多
く
の
会
員
に
知

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

３
つ
目
に
、
メ
デ
ィ
ア
と
の

連
携
強
化
も
課
題
で
す
。
広
報

活
動
を
通
じ
て
、
歯
科
医
師
の

実
情
や
課
題
を
社
会
に
広
く
伝

え
て
い
く
た
め
、
メ
デ
ィ
ア
関

係
者
と
の
関
係
性
を
一
層
深
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
４
つ
目
と
し
て
、
事

務
局
の
働
き
方
改
革
に
も
引
き

続
き
取
り
組
み
、
負
担
軽
減
と

業
務
の
効
率
化
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

我
々
の
目
指
す
歯
科
医
療

は
、「
人
生
の
最
期
の
日
ま
で

自
分
の
口
で
お
い
し
く
食
べ
ら

れ
る
こ
と
」、
す
な
わ
ち
健
康

長
寿
社
会
の
実
現
に
貢
献
す
る

こ
と
で
す
。
近
年
、
口
腔
環
境

が
全
身
疾
患
に
及
ぼ
す
影
響
が

広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

歯
科
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
さ
に
、
歯
科
医

療
を
正
し
く
理
解
し
て
も
ら
う

べ
き
時
代
で
す
。

一
方
で
、
少
子
高
齢
化
と
医

療
費
増
加
に
よ
り
、
１
９
６
１

年
に
始
ま
っ
た
国
民
皆
保
険
制

度
が
い
ま
、
大
き
な
岐
路
に
立

た
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
世
界

に
誇
る
制
度
を
次
世
代
に
引
き

継
ぐ
た
め
に
も
、
医
療
の
質
の

向
上
を
目
指
し
、
誰
も
が
安
心

し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
環
境

を
守
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
食
べ
る
こ
と
は
生
き
る
こ

と
」、
国
民
の
皆
さ
ま
が
安
心

し
て
歯
科
医
療
を
受
け
ら
れ
る

社
会
を
め
ざ
し
、
会
員
の
皆
さ

ま
と
力
を
合
わ
せ
て
協
会
活
動

を
一
層
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
今
後
と
も
ご
指
導
・
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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美
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◆団体・企業等
公益社団法人日本歯科医師会、公益社団法人日本補綴歯科学会、一般社団法人新宿区医師
会、東京社会保障推進協議会、東京民主医療機関連合会、新日本医師協会東京支部、｢保
険で良い歯科医療を｣全国連絡会、東京母親大会連絡会、全国Ｂ型肝炎訴訟原告団、太陽
生命保険株式会社、富国生命保険相互会社、明治安田生命保険相互会社、東京合同法律事
務所、税制経営研究所、bloom総合事務所

◆保険医協会・医会等
全国保険医団体連合会、一般社団法人北海道保険医会、宮城県保険医協会、秋田県保険医
協会、山形県保険医協会、福島県保険医協会、一般社団法人茨城県保険医協会、栃木県保
険医協会、群馬県保険医協会、埼玉県保険医協会、千葉県保険医協会、東京保険医協会、
神奈川県保険医協会、福井県保険医協会、岐阜県保険医協会、静岡県保険医協会、三重県保
険医協会、滋賀県保険医協会、京都府保険医協会、京都府歯科保険医協会、大阪府保険医
協会、大阪府歯科保険医協会、兵庫県保険医協会、奈良県保険医協会、和歌山県保険医協
会、島根県保険医協会、広島県保険医協会、山口県保険医協会、香川県保険医協会、愛媛
県保険医協会、高知保険医協会、佐賀県保険医協会、長崎県保険医協会、一般社団法人熊本
県保険医協会、大分県保険医協会、宮崎県保険医協会、鹿児島県保険医協会、沖縄県保険
医協会
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Ａ１　医院の指定する夏季休診を、従業員の年次
有給休暇として対応することは一般的には違法と
なります。夏季休暇の設定は、福利厚生の一環と
して医療機関の判断で設定をするものです。一
方、年次有給休暇は労働基準法により、取得は原
則として従業員が自由にできるものとされていま
す。このようなことから、医院側が定める夏季休
診を従業員の年次有給休暇とすることはできませ
ん。ただし、計画的付与を活用すれば、夏季休暇
に年次有給休暇をあてることが可能です。

ＱＱ１１　当院が設定した夏季休暇に、従業員の年　当院が設定した夏季休暇に、従業員の年
次有給休暇をあててもいいのか。次有給休暇をあててもいいのか。

Ａ２　個々の従業員の年次有給休暇の付与日数の
うち５日を超える分については、計画的に休暇取
得日を割り振ることができる制度のことをいいま
す。従業員が病気その他の個人的事由の際に取得
ができるよう、５日間は個人が自由に取得できる
日数として必ず残さなければなりません。また、
導入には、労使協定を結ぶ必要があります。

ＱＱ２２　年次有給休暇の計画的付与とは何か。　年次有給休暇の計画的付与とは何か。

　年次有給休暇の計画的付与の方式には、①すべ
ての従業員が同一の日に休暇を取る一斉付与方
式、②従業員が交替で休暇を取る交替制付与方
式、③年休付与計画表による個人が計画的に取得
する個人別付与方式の３つがあります。お盆や年
末年始に医院を休診するのであれば、一斉付与方
式を活用します。

ＱＱ３３　労使協定はどのように取り交わすのか。　労使協定はどのように取り交わすのか。

Ａ３ 計画的付与を実施する際には、あらかじめ
全従業員を対象として労使協定を結びます。労使
協定の内容は、計画年休の対象者、対象となる有
給休暇の日数、計画年休付与の具体的な方式、年
次有給休暇の付与日数が少ない人の対応方法、計
画的付与日を変更する場合の対応方法、となって
います。
　労使協定は従業員の過半数の代表者と締結しま
す。過半数の代表者は、雇用者側が指名できず、

経営・税務相談Ｑ＆Ａ　No.430

 

  

協会の顧問弁護士と顧問税理士が回答いたします。 

（相続、賃借契約のトラブル、記帳や仕分け方法など何でもご相談ください） 
 

日日  時時：：７７月１７日（木） 午後 2 時～5 時 

定定  員員：：６名（各３名。相談時間は 1 人 1 時間以内） 

場場  所所：：東京歯科保険医協会 会議室 

要要予予約約：：03－3205－2999（担当：経営管理部） 

※予約は、受付順とさせていただきます。 

 

無料相談トトララブブルル対対策策はは早早めめのの対対応応ががポポイインントト  

法法律律相相談談、、経経営営＆＆税税務務相相談談  

従業員の中で挙手や投票、話し合いなどによって
選ぶ必要があります。一旦労使協定を締結した後
には、内容の変更は容易にはできません。また、
これまで以上に従業員の年次有給休暇の管理が重
要になりますのでご注意ください。これらの労使
協定のモデル例は、保団連発行の書籍「医院経営
と雇用管理２０２２」の184 ～ 185ページに掲載し
ています。ご参照ください。なお、就業規則があ
る歯科医院では、就業規則にも記載が必要となり
ます。
　年次有給休暇の計画的付与は医院にとって、従
業員の有給休暇の取得を積極的に行えるほか、有
休取得日を管理できることでシフトが組みやすく
なるというメリットもあります。協会では書籍
「医院経営と雇用管理２０２２」を会員の先生に
１冊無料で送付しております。ご希望の方はQR
よりお申込みください。

方式 内容・特徴
① 一斉付与方式 すべての従業員に対し同一の日に休暇を付与。定休日を増やす場合などに有効。
② 交替制付与方式 グループに分けるなどして交代で休暇を付与。定休日を増やすことが難しい場合に有効。
③ 個人別付与方式 個人別に付与。年休付与計画表により個人毎に年次有給休暇を指定。

医院経営と
雇用管理

オ
ー ラ ル フ レ イ ル を ご 存 じ で す か ？オ
ー ラ ル フ レ イ ル を ご 存 じ で す か ？

お 口 の 衰 え 大 改 善 ！お 口 の 衰 え 大 改 善 ！

～  健 康 長 寿 へ の １ つ の 鍵  ～～  健 康 長 寿 へ の １ つ の 鍵  ～

「保険でよい歯を」東京連絡会市民講演会「保険でよい歯を」東京連絡会市民講演会

「オーラルフレイル」とは、滑舌の低下やむせなど、口の機能のささいな衰
えをきっかけに、食べる力や全身の心身機能が低下していく“負の連鎖”を
指す概念です。この概念は日本で考案され、世界に広がりつつあります。健
康と要介護の中間段階である「フレイル」の口腔版ともいえ、早期発見と予
防が鍵となります。本講演では、オーラルフレイルの正しい理解と、日常生
活でできる対策について皆さんと一緒に考えていければと思います。(講師
より)

日　時　７月６日（日）午後１時～３時30分
講　師　平野 浩彦 氏(東京都健康長寿医療センター 歯科口腔外科部長)
会　場　協会会議室（＊１）
定　員　会場20名・Web500名
対　象　どなたでも参加いただけます
参加費　無料
予　約　右のＱＲからお申し込みください。
担　当　「保険でよい歯を」東京連絡会担当 予約フォーム

後援： 新宿区

ながた ・ こうすけ

歯科専門にサイト制

作、運用、コンサル

ティングを行い歯科

関連サイトの運用は

常時120件を数える。

相談室

ITIT

永田 康祐
クレセル株式会社

ＡＩとは何か ③

そのメリットは
Ａ
Ｉ
の
利
用
方
法
と
し
て
、

マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
矯
正
の
よ
う
に

Ａ
Ｉ
が
組
み
込
ま
れ
た
シ
ス
テ

ム
を
利
用
す
る
方
法
と
、
Ａ
Ｉ

サ
ー
ビ
ス
を
ご
自
分
で
利
用
す

る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
主
に
Ａ
Ｉ
サ
ー
ビ

ス
を
ご
自
分
で
利
用
す
る
場
合

に
お
け
る
Ａ
Ｉ
の
メ
リ
ッ
ト
を

ご
説
明
し
ま
す
。

◆
Ａ
Ｉ
は
実
現
し
て
く
れ
る

例
え
ば
、
予
防
歯
科
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
作
る
時
、
こ
れ
ま

で
で
あ
れ
ば
原
稿
を
ま
と

め
、
印
刷
会
社
や
デ
ザ
イ
ナ
ー

に
依
頼
し
ま
す
。
Ａ
Ｉ
を
利
用

す
る
際
に
は
、
ラ
フ
画
像
や
指

示
を
「C

hatG
P
T

」
な
ど

の

Ｌ

Ｌ

Ｍ
（la

rg
e
 

language m
odel

／
大

規
模
言
語
モ
デ
ル
）
に
入
力
す

れ
ば
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
原
稿

が
作
成
で
き
ま
す
。
で
き
あ
が

っ
た
原
稿
を
印
刷
会
社
に
送
っ

て
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し

ま
す
。
ま
た
、
い
く
つ
か
の
キ

ー
ワ
ー
ド
を
用
意
す
れ
ば
、
医

院
の
ブ
ロ
グ
も
作
成
で
き
ま

す
。
上
手
に
活
用
す
れ
ば
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
頻
度
が
上

げ
ら
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。M

ic
ro
s
o
ft

社
の

「M
icrosoft365 C

o-
pilot

」
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
で

は
、
Ａ
Ｉ
がP

ow
er-

point

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
作
成
す
る
機
能
も
あ
り
ま

す
。

従業員の夏季休暇と、有給の計画的付与

◆
Ａ
Ｉ
は
す
ぐ
や
っ
て
く
れ
る

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
印
刷
会
社

に
依
頼
し
た
り
、
ブ
ロ
グ
を
ス

タ
ッ
フ
に
依
頼
す
る
と
、
仕
上

が
り
ま
で
に
時
間
が
か
か
り
ま

す
。
Ａ
Ｉ
は
数
分
と
い
う
単
位

で
仕
上
げ
て
く
れ
ま
す
。
修
正

を
何
度
で
も
素
早
く
対
応
し
て

く
れ
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
に
仕
事

を
依
頼
す
る
時
の
よ
う
な
説
得

も
不
要
で
す
。

◆
Ａ
Ｉ
は
い
つ
で
も
助
け
て
く

れ
る誤

字
脱
字
の
校
正
な
ど
の
簡

単
な
作
業
か
ら
、
医
院
の
年
間

の
事
業
計
画
の
ま
と
め
や
経
営

課
題
の
解
決
ま
で
、
Ａ
Ｉ
は
幅

広
い
知
識
で
、
い
つ
で
も
、
い

つ
ま
で
も
相
談
で
き
、
具
体
的

な
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
し
て
く
れ

る
ア
シ
ス
タ
ン
ト
で
す
。
言
葉

で
指
示
が
出
せ
る
こ
と
、
少
し

ず
つ
修
正
し
な
が
ら
仕
上
げ
て

い
け
る
こ
と
が
最
大
の
メ
リ
ッ

ト
で
す
。

こ
の
よ
う
に
大
変
便
利
な
Ａ

Ｉ
で
す
が
、
活
用
の
上
で
注
意

す
べ
き
点
が
あ
り
ま
す
。
次
回

は
、
そ
の
点
に
つ
い
て
ご
説
明

し
ま
す
。

会 員 優 待 サ ー ビ ス
詳細・申込は
QRから
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保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918

研究会・行事ご案内研究会・行事ご案内
＊1　東京歯科保険医協会：新宿区高田馬場１－29－８ いちご高田馬場ビル６階　

交　通　ＪＲ山手線・西武新宿線「高田馬場駅」（戸山口）より徒歩３分
 　　　　東京メトロ東西線「高田馬場駅」（３番出口）より徒歩５分

＊2　ワイム貸会議室高田馬場：新宿区高田馬場１－29－９ ＴＤビル （交通は上記「＊1」と同じ）
＊3　Web開催・配信はZoomウェビナーを使用します。

第１回スタッフ講習会

新 規 開 業 医 講 習 会新 規 開 業 医 講 習 会

　新規個別指導は開業後、概ね半年～８カ月以内の医療機関が選定されてい
ます。指導対策は、通知が届く前の早い段階で準備を進めることが最も大切
です。講習会では、年間100件を超える相談を基に、指導で指摘されやすい
事項を含め、保険診療の基本的なルールやカルテ記載、請求方法、自費と保
険の考え方を丁寧に解説します。
　これから開業を検討中の先生や勤務医の先生、さらに、改めて保険のルー
ルなどについて確認したいという先生にも、ぜひ、ご参加いただきたい講習
会です。

日　時　９月28日（日）正午～５時30分
講　師　協会講師団
会　場　ワイム貸会議室高田馬場（４Ｆ）（＊２）
定　員　50名
対　象　会員・未入会員
参加費　会員１３，０００円、未入会員３０，０００円
予　約　右のＱＲからお申し込みください。
担　当　組織部

予約フォーム

第１・２回院内感染防止対策講習会

　歯科点数表の初診料の注１に規定する施設基準（歯初診）、および歯科
外来診療感染対策加算１（外感染１）の施設基準に対応（対象施設基準：
歯初診、外感染１）。
※８月１日現在の定例報告があります。また、歯初診は院内感染防止対策
に係る標準予防策、および新興感染症に対する対策の研修を４年に１回
以上、定期的に受講していない場合、当該施設基準について辞退届を提
出する必要がありますのでご注意ください。

【詳細】
日　時　（第１回） ７月16日（水）午後１時～２時10分
　　　　（第２回）８月20日（水）午後１時～２時10分
講　師　濱﨑 啓吾 氏（東京歯科保険医協会 理事）
会　場　Web開催　（＊３）
定　員　500名
対　象　会員
参加費　１，０００円
修了証　講演後の確認テストで合格した方に発行し、メール
　　　　でお送りします。
予　約　右のＱＲからお申し込みください。
担　当　社保・学術部

デンタルブックから
お申し込みください

歯 初 診 の 新規届出 ・ 更新を希望する方向け歯 初 診 の 新規届出 ・ 更新を希望する方向け
ご 注 意 ： ８ 月 １ 日 現 在 の 定 例 報 告 が あ り ま す 。ご 注 意 ： ８ 月 １ 日 現 在 の 定 例 報 告 が あ り ま す 。

施設基準のための講習会施設基準のための講習会

「診療報酬の勉強はしたが、実際の現場をイメージできないため不安」
歯科訪問診療未経験の先生からこのような声をいただきます。
　そこで実際の症例や器材の紹介なども含め、歯科訪問診療に特化した講習
会の「臨床編」を開催します。懇談会形式で経験豊富な講師と意見交換しな
がら、歯科訪問診療への不安を解消しましょう。少人数制で、会員間の交流
も深められたらと思います。
　過去の参加者からは「実際の機器や道具を見られて大変良かった」「同じ
悩みを持った仲間が多く、自分だけではないと心強い気持ちになった」など
の声が寄せられています。「外来患者の高齢化に伴い、いつかやろうと思っ
ていた」「いざ、お願いされた時にすぐ対応できるようになりたい」という
先生は、ぜひご参加ください。

日　時　７月28日（月）午後７時～９時
講　師　池川 裕子 氏（東京歯科保険医協会 理事）
会　場　東京歯科保険医協会会議室（＊１）
定　員　15名
対　象　原則、歯科訪問診療未経験の会員本人（同伴の方１名まで）
参加費　３,０００円（同伴の方１名無料）
　　　（「今日からできる歯科訪問診療の手引き」冊子を含む）
予　約　右のＱＲからお申し込みください。
担　当　地域医療部

第２回臨床編
予約フォーム

これから始める歯科訪問診療講習会これから始める歯科訪問診療講習会
－ 臨 床 編 －－ 臨 床 編 －

第第 ２２ 回回

ドクタースタッフ講習会　接遇講習会ドクタースタッフ講習会　接遇講習会

　患者さんが「また来たい」と思う医院には、共通して“感じ
の良いスタッフ”がいます。接遇は特別なスキルではなく、
ちょっとした気遣いや表現で大きく変わります。本セミナー
では、私の現場経験をもとに、歯科医院ならではの接遇のポ
イントをわかりやすくお伝えします。第一印象の作り方、言
葉遣い、電話対応など、「また会いたい」と思ってもらえる
スタッフになるために明日から実践できる内容が盛り込まれ
ています。本セミナーが、参加される皆様の一助になること
を願っています。(講師より)

「また会いたい」と言われるスタッフになる「また会いたい」と言われるスタッフになる

～歯科医院の信頼を作る接遇力〜～歯科医院の信頼を作る接遇力〜

日　時　７月11日（金）午後６時45分～８時45分
講　師　濵田 智恵子 氏（株式会社Tomorrow Link代表取締役）
会　場　ワイム貸会議室高田馬場３Ｆ（＊２）
定　員　80名（Web配信はありません）
対　象　会員とそのスタッフ
参加費　会員証１枚につき１人無料
　　　　　（同伴者１名につき１,０００円）
予　約　右のＱＲからお申し込みください。
担　当　経営管理部 予約フォーム

歯科衛生士・助手向け 感染予防セミナー歯科衛生士・助手向け 感染予防セミナー

　患者さんもスタッフも安心して歯科医院で過ごせるのは、スタンダード・
プリコーションをはじめとする感染予防対策の実施によるものです。一方、
医院の設備環境や人員配置によって、体制はさまざまです。各医院の体制に
よっては、理想の予防対策に及ばないこともあるかと思います。
　当講習会では、ガイドラインやエビデンスに基づいた対策方法を、基本か
らお話しします。また、講師が臨床現場で培った経験や、数々のクリニック
からの相談を受けたからこそ伝えられることを、実例ととも
にわかりやすく説明します。自院での明日からの感染予防対
策をアップデートできる講習会です。歯科衛生士・助手とし
て身に着けたい知識と技術を見直せる機会ですので、ぜひご
参加ください。(講師より)

洗浄から滅菌まで感染予防対策をアップデート！洗浄から滅菌まで感染予防対策をアップデート！
自院の環境に最適な感染予防対策を考える講習会自院の環境に最適な感染予防対策を考える講習会

日　時　８月27日（水）午後６時30分～８時30分
講　師　片山 章子 氏（歯科衛生士・第二種滅菌技師）
会　場　東京歯科保険医協会会議室（＊１）
定　員　30名（Web配信はありません）
対　象　歯科衛生士・歯科助手
参加費　無料
予　約　右のＱＲからお申し込みください。
担　当　経営管理部 予約フォーム

ー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ーー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー
新規個別指導を控えている先生、新規個別指導を控えている先生、
改めて保険診療を学びたい先生へ改めて保険診療を学びたい先生へ

（株式会社Tomorrow Link代表取締役）

第第 １１ 回 社保研究会回 社保研究会

定
例
報
告
前
の

定
例
報
告
前
の

ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス

ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス

2025年度の2025年度の
個別指導、集団的個別指導を知る個別指導、集団的個別指導を知る

２０２５年度の指導計画が関東信越厚生局東京事務所より開示されまし
た。４月からすでに指導計画に沿って個別指導・新規個別指導が実施され
ています。また、高点数を理由とした集団的個別指導は９月に２日に分けて
645医療機関に対して行われます。研究会では平均点数や選定理由などを解
説するとともに、開示資料から読み取れる傾向と対策を中心に、どのように
指導が実施されているかを、お話しします。指導通知が届いてから慌てる
ことがないように指導の仕組みを知り、対応できるようにしましょう。

日　時　８月28日（木）午後７時～９時
講　師　本橋 昌宏 氏（東京歯科保険医協会副会長、社保・学術部長）
会　場　東京歯科保険医協会 会議室（＊1）・Web配信（＊3）
定　員　会場参加：18名、Web参加：500名
対　象　会員とそのスタッフ
参加費　会場参加の場合、同伴者１名につき１, ０００円
予　約　右のＱＲからお申し込みください。
担　当　社保・学術部

予約フォーム
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協
会
は
５
月
21
日
、
第
１
回

学
術
研
究
会
を
協
会
会
議
室
お

よ
び
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し

た
。「
保
険
診
療
に
お
け
る
間

接
法
メ
タ
ル
フ
リ
ー
修
復
〜
Ｃ

Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
・
イ
ン
レ

ー
、
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
冠
、
エ
ン
ド
ク

ラ
ウ
ン
に
つ
い
て
〜
」
を
テ
ー

マ
と
し
、
講
師
は
坪
田
有
史
氏

（
開
催
時
当
会
会
長
）
が
務

め
、
会
場
６
名
を
含
む
116
名
が

参
加
し
た
。

　
講
演
の
中
で
坪
田
氏
は
、
日

本
の
国
民
医
療
費
の
中
で
歯
科

医
療
費
が
占
め
る
割
合
を
示
し

つ
つ
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
今
後

の
歯
科
医
療
に
求
め
ら
れ
る
役

割
を
説
明
し
た
。

　
次
に
、
国
の
方
針
と
し
て
脱

金
属
の
流
れ
が
進
む
中
で
、
歯

科
医
療
機
関
は
接
着
充
填
修
復

や
メ
タ
ル
フ
リ
ー
修
復
の
頻
度

が
増
加
し
て
お
り
、
臨
床
の
場

で
も
正
確
な
接
着
操
作
や
、
正

し
い
知
識
に
裏
付
け
さ
れ
た
材

料
の
選
択
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

を
指
摘
し
た
。

　
さ
ら
に
各
論
で
は
、
接
着
材

料
は
現
在
第
７
世
代
で
あ

り
、
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
タ
イ
プ
の

ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
も
販
売
さ
れ
て

い
る
が
、
よ
り
強
固
な
接
着
を

求
め
る
な
ら
ば
、
エ
ッ
チ
ン

グ
、
サ
ン
ド
ブ
ラ
ス
ト
処
理
な

ど
の
前
処
理
も
状
況
に
応
じ
て

行
う
こ
と
が
必
要
と
説
明

し
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
の
特

性
と
、
適
切
な
形
成
量
、
Ｃ
Ａ

Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
イ
ン
レ
ー
、
エ
ン

ド
ク
ラ
ウ
ン
の
適
応
な
ど
を
解

説
し
た
。

　
講
演
後
の
質
疑
応
答
で
は
会

員
か
ら
接
着
の
〝
勘
所
〞
を
率

直
に
質
問
さ
れ
る
な
ど
、
凝
縮

さ
れ
た
２
時
間
で
あ
っ
た
。
参

加
者
か
ら
は
、「
臨
床
に
直
結

し
て
い
る
。
一
言
一
句
、
聞
き

逃
さ
な
い
よ
う
聞
く
べ
き
内
容

だ
っ
た
」「
レ
ジ
ン
セ
メ
ン
ト

に
つ
い
て
疑
問
に
思
っ
て
い
た

こ
と
が
講
習
で
解
決
し
た
」
な

ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

り
、
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
タ
イ
プ
の

ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
の
特
性

ここがここが

“勘所”“勘所”

接
着
の
注
意
事
項
も
解
説

◆
第
４
回(

暫
定)

理
事
会
◆

５
月
15
日
㈭
、
午
後
７
時

00
分
〜
９
時
45
分
。
会
長
、

副
会
長
５
名
、
理
事
15
名
、

監
事
２
名
、
事
務
局
13
名
の

出
席
。

【
情
勢
報
告
】　
①
「
資
格

確
認
書
」
を
マ
イ
ナ
保
険
証

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
一

律
交
付
す
る
こ
と
を
福
岡
資

麿
厚
生
労
働
大
臣
が
「
最
後

は
自
治
体
の
判
断
」
と
答
弁

し
、
自
治
体
が
一
律
交
付
す

る
こ
と
を
事
実
上
容
認
し
た

こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
ま
た

ス
マ
ホ
に
よ
る
資
格
確
認
の

た
め
の
汎
用
性
Ｃ
Ｒ
（
カ
ー

ド
リ
ー
ダ
ー
）
の
導
入
が
、

医
療
機
関
の
負
担
に
な
ら
な

い
よ
う
国
へ
無
償
配
布
や
補

助
金
を
支
給
す
る
よ
う
厚
労

省
に
要
請
す
べ
き
と
の
意
見

が
出
さ
れ
た
。
②
厚
労
省
が

今
月
末
ま
で
、「
選
定
療
養

と
し
て
導
入
す
べ
き
事
例

等
」
に
関
す
る
提
案
・
意
見

を
募
集
し
て
い
る
こ
と
に
対

し
、
積
極
的
に
パ
ブ
コ
メ
を

出
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が

さ
れ
た
。

【
各
部
活
動
報
告
と
提
案
事

項
】　
①
東
京
都
議
選
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
た
こ
と
の
事

後
承
認
、
②
東
京
都
２
０
２

６
年
度
予
算
要
請
項
目
の
検

討
、
③
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価

料
の
解
説
動
画
作
成
、
④
歯

科
衛
生
士
に
よ
る
浸
潤
麻
酔

行
為
に
つ
い
て
、
経
営
管
理

部
、
社
保
・
学
術
部
で
の
検

討
状
況
に
つ
い
て
の
報
告
、

⑤
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度

自
治
体
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
、

お
よ
び
こ
の
結
果
に
関
す
る

「
地
域
医
療
部
長
談
話
」
の

公
表
―
な
ど
を
確
認
。

【
第
53
回
定
期
総
会
に
つ
い

て
】　
次
期
役
員
選
挙
立
候

補
状
況
、
当
日
の
分
担
と
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
、
開
催
に

向
け
て
の
最
終
確
認
を
行
っ

た
。

【
保
団
連
会
議
関
連
】　

第

９
回
保
団
連
歯
科
理
事
会
議

（
５
月
17
日
）
報
告
、
第
17

回
保
団
連
理
事
会
（
５
月
18

日
）
報
告
、
第
３
回
保
団
連

代
議
員
会
（
６
月
29
日
）
へ

の
発
言
通
告
を
確
認
。

【
機
関
紙
の
企
画
】

７
月

１
日
号
の
企
画
案
を
確
認
。

【
組
織
の
現
勢
】　

６
月
１

日
付
け
会
員
数
６
千
32
名

（
入
会
20
名
、退
会
21
名
）。

◆
第
５
回(

臨
時)

理
事
会
◆

６
月
18
日
㈰
、
午
後
４
時

15
分
〜
４
時
30
分
。
理
事
21

名
、
監
事
１
名
、
選
挙
管
理

委
員
３
名
、
事
務
局
３
名
の

出
席
。
定
期
総
会
後
に
臨
時

理
事
会
を
開
催
し
た
。

【
会
長
お
よ
び
副
会
長
の
選

出
】　

東
京
歯
科
保
険
医
協

会
規
約
第
８
条
第
２
項
の
会

長
、
副
会
長
選
出
選
挙
を
、

役
員
選
出
規
定
お
よ
び
役
員

選
挙
規
則
に
則
り
、
選
挙
管

理
委
員
会
管
理
の
も
と
実
施

し
た
。

2025年度
第4回（暫定）・

第5回（臨時）
理事会

　

第
２
休
業
保
障
制
度

　
　

お
申
し
込
み

　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　

共
済
部
長　

川
戸  

二
三
江

今
期
も
第
２
休
業
保
障
制
度
普
及
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
伴

い
、
多
く
の
先
生
方
に
ご
加
入
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
回
、
お
申
し
込
み
い
た
だ
い

た
先
生
方
に
加
入
日
・
振
替
日
等
に
つ
い
て
ご
案
内
い
た
し

ま
す
。

【
第
２
休
業
保
障
制
度
】

　
加
入
日
、
補
償
開
始
日
・
・
・
８
月
１
日
㈮

　
初
回
掛
金
振
替
日　
　
・
・
・
７
月
25
日
㈮

　
加
入
者
証
の
送
付　
　
・
・
・
10
月
上
旬
郵
送

　
税
法
上
の
扱
い　
　
　
・
・
・
掛
金
は
生
命
保
険
料
控
除

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
う
ち
、
介
護
医
療
保
険

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
料
控
除
の
対
象

※
第
２
休
業
保
障
制
度
は
経
費
扱
い
が
で
き
る
場
合
が
あ
り

　

ま
す
。

※
振
替
日
は
毎
月
25
日
（
25
日
が
休
日
の
場
合
は
翌
営
業
日
）

と
な
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ　

０
３
―
３
２
０
５
―
２
９
９
９　

共
済
部

第 3回施設基準講習会を開催　

外安全外安全１１ ・外感染2 ・口管強など研修要件対応・外感染2 ・口管強など研修要件対応

新規に届出を行う会員を対象

森元主税氏 馬場安彦氏

繁田雅弘氏坂下英明氏

　
協
会
は
６
月
22
日
、
ワ
イ
ム

貸
会
議
室
高
田
馬
場
で
、
診
療

報
酬
改
定
後
に
追
加
さ
れ
た
研

修
内
容
を
含
む
「
第
３
回
施
設

基
準
の
た
め
の
講
習
会
」
を
開

催
し
た
。
講
師
は
、
繁
田
雅
弘

氏
（
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
名

誉
教
授
）、
坂
下
英
明
氏
（
明

海
大
学
名
誉
教
授
）、
馬
場
安

彦
氏
（
当
会
副
会
長
）、
森
元

主
税
氏
（
当
会
理
事
）
の
各
氏

が
務
め
た
。

　
本
講
習
会
は
、
歯
科
点
数
表

の
初
診
料
の
注
１
に
係
る
施
設

基
準
（
歯
初
診
）、
歯
科
外
来

診
療
医
療
安
全
対
策
加
算
1

（
外
安
全
１
）、
歯
科
外
来
診

療
感
染
対
策
加
算
２
（
外
感
染

２
）、
口
腔
管
理
体
制
強
化
加

算
（
口
管
強
）、
在
宅
療
養
支

援
歯
科
診
療
所（
歯
援
診
）１
・

２
の
研
修
要
件
に
対
応
し
た
内

容
で
あ
り
、
新
た
に
施
設
基
準

の
届
出
を
行
う
会
員
を
対
象
と

し
て
い
る
。

　
当
日
は
、「
歯
初
診
・
外
安

全
１
・
外
感
染
２
対
応
コ
ー

ス
」
に
は
20
名
、「
歯
初
診
・

外
安
全
１
・
外
感
染
２
、
口
管

強
、
歯
援
診
対
応
コ
ー
ス
」
に

は
40
名
が
参
加
し
た
。

◆
次
回
は
11
月
以
降
に
開
催

　
な
お
、
次
回
開
催
は
11
月
以

降
の
予
定
で
、
詳
細
は
、
機
関

紙
ま
た
は
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
デ
ン
タ
ル
ブ
ッ
ク
ニ
ュ
ー

ス
で
案
内
す
る
。
新
規
で
施
設

基
準
の
届
出
を
検
討
し
て
い
る

会
員
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
い
た
だ

き
た
い
。

坪田有史氏

協
会
活
動
日
誌
２
０
２
５
年
６
月

  3  火  第 3 回広報・ホームページ部会
  4  水  第 2 回経営管理部会 
  5  木  第 4 回財政部会、国会内集会
  6  金  第 3 回総務会議
  8  日  反核医師の会全国大会
  9  月  第 2 回地域医療部会
10  火  第 2 回共済部会
12  木  第 4 回（暫定）理事会
14  土  休保審査会（全国）
15  日  2025年度第53回定期総会、第 5 回臨
　　　時理事会

17  火  第 2 回社保学術部会
18  水  第 2 回医事相談部会
19  木  会員無料相談デー、休保審査会(医科)
20  金  第 1 回政策委員会
22  日  第 3 回施設基準のための講習会、医科
　　　歯科連携研究会2025
28  土  休保審査会（全国）
30  月  第 1回医科歯科連携会議(医科)、これ
　　　から始める歯科訪問診療講習会－保険
　　　請求編－

17  火  第 2 回社保学術部会
18  水  第 2 回医事相談部会
19  木  会員無料相談デー、休保審査会(医科)
20  金  第 1 回政策委員会
22  日  第 3 回施設基準のための講習会、医科
　　　歯科連携研究会2025
28  土  休保審査会（全国）
30  月  第 1回医科歯科連携会議(医科)、これ
　　　から始める歯科訪問診療講習会－保険
　　　請求編－

　
協
会
は
５
月
25
日
、
ワ
イ
ム

貸
会
議
室
高
田
馬
場
で
新
規
開

業
医
講
習
会
を
開
催
し
、
27
名

が
参
加
し
た
。
今
年
度
初
の
当

講
習
会
で
は
、
関
東
信
越
厚
生

局
か
ら
開
示
し
て
間
も
な
い
２

０
２
５
年
度
新
規
個
別
指
導
計

画
に
つ
い
て
、
指
導
の
実
施
月

や
注
意
点
を
解
説
し
た
ほ
か
、

協
会
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
事
例

を
基
に
、
保
険
医
と
し
て
把
握

す
べ
き
内
容
を
説
明
し
た
。

保険請求のルールも取り上げ

2025年度新規個別指導の計画概要を解説2025年度新規個別指導の計画概要を解説
新規開業医習会で 「知りたいことが理解できた」

　
参
加
者
は
、
７
月
以
降
に
新

規
個
別
指
導
を
受
け
る
予
定
の

開
業
医
や
勤
務
医
、
今
後
新
規

開
業
を
予
定
し
て
い
る
勤
務
医

の
ほ
か
、「
改
め
て
保
険
請
求

や
カ
ル
テ
記
載
を
確
認
し
た

い
」
と
い
う
ベ
テ
ラ
ン
開
業
医

も
散
見
さ
れ
た
。

　
講
習
会
で
は
、
今
年
度
の
指

導
計
画
を
踏
ま
え
、
持
参
物
や

指
導
で
指
摘
さ
れ
や
す
い
項
目

を
中
心
に
、
多
く
の
保
険
医
が

悩
む
カ
ル
テ
記
載
や
保
険
と
自

費
の
混
合
診
療
の
考
え
方
、
歯

周
治
療
と
補
綴
の
流
れ
な
ど
を

解
説
し
た
。
ま
た
、
協
会
に
も

電
話
相
談
が
多
い
、
Ce
や
根
Ｃ

の
管
理
と
Ｆ
局
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ

Ａ
Ｍ
冠
の
適
用
な
ど
も
解
説

し
、
日
常
の
保
険
請
求
で
も
覚

え
て
お
き
た
い
ル
ー
ル
に
つ
い

て
も
説
明
し
た
。

　
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

「
知
り
た
か
っ
た
こ
と
が
よ
く

理
解
で
き
た
」「
指
導
時
の
注

意
点
が
分
か
っ
た
」
な
ど
の
声

が
寄
せ
ら
れ
好
評
だ
っ
た
。

◆
次
回
は
９
月（
５
面
参
照
）

　
今
年
度
の
新
規
個
別
指
導

は
、
７
月
の
指
導
を
皮
切
り
と

し
て
、
年
６
回
・
264
件
の
実
施

が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
次
回
の

当
講
習
会
は
９
月
28
日
開
催

で
、
こ
れ
か
ら
新
規
個
別
指
導

を
受
け
る
会
員
や
改
め
て
ル
ー

ル
を
学
び
直
し
た
い
会
員
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
う
。
新
規
個
別
指

導
を
控
え
て
い
る
先
生
だ
け
で

な
く
、
ぜ
ひ
、
保
険
ル
ー
ル
や

カ
ル
テ
記
載
を
学
び
直
せ
る
場

と
し
て
も
活
用
い
た
だ
く
よ

う
、
勤
務
医
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
を

含
む
、
多
く
の
先
生
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
る
。

保険請求のルールも取り上げ保険請求のルールも取り上げ

ホームページアドレス e-mailhttps:／／www.tokyo-sk.com／ info@tokyo-sk.com
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我
々
は
、
言
う
ま
で
も
な
く

口
か
ら
の
栄
養
摂
取
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
が
仕
事
で
あ

る
。近

年
は
、
歯
科
医
師
が
Ｎ
Ｓ

Ｔ
（N

u
tritio

n
 S
u
p
-

port T
eam

／
栄
養
サ
ポ

ー
ト
チ
ー
ム
）
な
ど
、
多
職
種

が
連
携
し
て
患
者
の
栄
養
状
態

を
管
理
す
る
業
務
の
中
心
と
な

っ
て
参
加
す
る
機
会
が
実
に
多

く
な
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
昨
今
の
コ
メ
価

格
高
騰
の
問
題
を
見
て
、「
も

う
美
味
な
る
も
の
を
追
求
す
る

時
代
は
終
わ
り
を
迎
え
つ
つ
あ

る
の
か
…
」
と
感
じ
た
。

私
は
、「
食
」
は
飽
食
の
時

代
か
ら
、
食
品
添
加
物
な
ど
を

極
力
除
い
た
「
美
味
し
さ
」
を

備
え
た
実
質
的
な
栄
養
を
摂
取

し
た
い
と
い
う
時
代
に
変
わ
っ

た
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、

古
古
米
や
古
古
古
古
米
ま
で
食

卓
に
登
場
さ
せ
た
今
回
の
コ
メ

問
題
は
、
我
々
が
栄
養
を
摂
る

に
は
「
美
味
さ
」
を
あ
る
程
度

捨
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
、
考
え
方
の
大
転
換
を
図
る

必
要
性
を
迫
っ
て
き
た
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
た
。

味
覚
は
視
覚
、
聴
覚
、
嗅

覚
、
触
覚
と
並
ぶ
人
間
の
重
要

な
「
五
感
」
の
一
つ
で
あ
る
。

我
々
は
歯
科
医
療
の
一
環
と
し

て
、
そ
の
味
覚
に
関
わ
っ
て
い

る
の
だ
が
、
で
き
る
こ
と
な
ら

患
者
に
食
物
を
美
味
し
く
、
そ

し
て
食
感
や
味
を
楽
し
み
、
円

滑
な
嚥
下
で
食
事
を
楽
し
ん
で

も
ら
い
た
い
。

し
か
し
、
今
回
の
コ
メ
問
題

は
、「
味
覚
」「
美
味
し
さ
」
を

ど
う
捉
え
考
え
る
か
、
と
い
う

問
い
を
我
々
歯
科
医
師
の
み
な

ら
ず
、
国
民
に
も
投
げ
か
け

た
。
味
に
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て

い
れ
ば
、
当
然
、
味
の
悪
い
不

味
い
も
の
、
食
感
の
悪
い
も
の

は
食
べ
た
く
な
い
。
し
か
し
、

コ
メ
不
足
に
な
り
、
味
の
悪
い

も
の
、
噛
み
に
く
い
も
の
で

も
、
食
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
態
と
な
っ
た
。

私
が
冒
頭
で
掲
げ
た
、「
も

う
美
味
な
る
も
の
を
追
求
す
る

時
代
は
終
わ
り
を
…
」
と
は
そ

の
こ
と
で
あ
り
、「
味
覚
」「
美

味
し
さ
」
を
あ
る
程
度
は
捨
て

ざ
る
を
得
な
い
時
代
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

と
こ
ろ
で
、
我
々
の
仕
事

は
、
た
だ
咀
嚼
と
摂
食
嚥
下
を

助
け
る
こ
と
だ
け
で
は
な

い
。
香
り
を
感
じ
、
咀
嚼
あ
る

い
は
歯
肉
で
食
感
を
味
わ

い
、
舌
で
さ
ま
ざ
ま
な
味
を
感

じ
、
最
終
的
に
、
舌
お
よ
び
口

腔
周
囲
の
嚥
下
筋
の
力
を
介

し
、
食
物
を
咽
頭
へ
送
り
込
む

こ
と
で
、
初
め
て
経
口
に
よ
る

栄
養
摂
取
が
可
能
に
な
る
。
こ

れ
ら
一
連
の
流
れ
を
守
る
こ
と

が
我
々
の
仕
事
な
の
で
あ
る
。

そ
の
仕
事
の
中
で
、
コ
メ
問

題
と
い
う
事
情
を
加
味
し
、
改

め
て
歯
科
医
師
と
し
て
ど
う
現

状
に
対
応
す
べ
き
か
。
私
と
し

て
は
、
今
ま
で
は
「
悪
」
あ
る

い
は
「
偽
物
」
と
し
て
感
じ
、

抵
抗
が
あ
っ
た
食
品
添
加
物
な

ど
を
加
え
る
「
加
工
」
の
名
の

下
で
行
わ
れ
て
き
た
味
付

け
、
香
り
、
食
感
な
ど
も
、
単

純
に
悪
と
は
割
り
切
ら
ず
、
改

め
て
歯
科
の
視
点
か
ら
、
こ
れ

ま
で
の
食
品
加
工
と
は
一
味
違

う
新
た
な
方
法
を
提
案
し
、
ブ

レ
ー
ク
ス
ル
ー
を
図
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。

　
協
会
は
５

月
９
日
、
第

１
回
メ
デ
ィ

ア
懇
談
会
を

開
催
し
た
。

議
題
は
①
マ

イ
ナ
保
険
証

問
題
、
②
会

員
の
意
識
と

実
態
調
査
、

③
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類

似
薬
―
な
ど

と
し
た
。

　
ま
ず
①
で
は
、「
薬
剤
情
報

の
閲
覧
と
い
う
マ
イ
ナ
保
険
証

の
メ
リ
ッ
ト
は
、
歯
科
医
療
機

関
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の

か
」
と
の
質
問
が
上
が
っ
た
。

回
答
し
た
加
藤
開
副
会
長

は
、「
慢
性
疾
患
で
薬
を
飲
ん

で
い
る
患
者
さ
ん
は
、
歯
科
診

療
に
お
い
て
も
注
意
す
る
必
要

が
あ
り
、
薬
歴
が
見
ら
れ
る
メ

リ
ッ
ト
は
大
き
い
」
と
し
た
。

一
方
で
、
混
乱
が
続
く
マ
イ
ナ

保
険
証
の
運
用
に
つ
い
て

は
、「
マ
イ
ナ
保
険
証
か
ら
切

り
替
え
、
資
格
確
認
書
を
発
行

す
る
な
ら
、
従
来
の
健
康
保
険

証
と
何
ら
変
わ
り
は
な
い
」
と

コ
メ
ン
ト
し
、
健
康
保
険
証
の

存
続
を
訴
え
た
。
こ
の
問
題
に

つ
い
て
取
材
を
続
け
る
メ
デ
ィ

ア
か
ら
は
、「『
資
格
情
報
の
お

知
ら
せ
』
や
『
資
格
確
認
書
』

が
混
在
し
、
患
者
に
周
知
さ
れ

て
い
な
い
の
で
は
」
と
、
行
政

の
対
応
を
疑
問
視
す
る
意
見
が

あ
っ
た
。

　
ま
た
、
②
で
は
調
査
の
最
終

結
果
を
公
表
し
た
。
保
険
収
入

な
ど
の
調
査
結
果
を
基
に
加
藤

副
会
長
は
「
60
〜
70
歳
代
の
経

営
状
態
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る

こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
高
齢
の

先
生
の
レ
セ
プ
ト
枚
数
が
減
っ

て
い
る
」
と
し
、
年
代
が
上
が

る
に
つ
れ
、
診
療
報
酬
改
定
の

満
足
度
も
下
が
っ
て
い
る
現
状

を
伝
え
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
理

第
１
回
メ
デ
ィ
ア
懇
談
会

「
患
者
へ
の
周
知
不
十
分
」

「
患
者
へ
の
周
知
不
十
分
」

マイナマイナ
保険証問題保険証問題

マ
イ
ナ
保
険
証
で
ト
ラ
ブ
ル

６
月
17
日
９
時
40
分
頃
、
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム

に
障
害
が
起
き
、
13
時
35
分
頃

ま
で
マ
イ
ナ
保
険
証
に
よ
る
資

格
確
認
が
で
き
な
い
問
題
が
発

生
、
協
会
に
も
相
談
が
複
数
寄

せ
ら
れ
た
。

　
厚
生
労
働
省
は
、
カ
ー
ド
リ

ー
ダ
ー
故
障
時
な
ど
の
対
策
と

し
て
、
ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー

ル
し
た
ス
マ
ホ
な
ど
で
資
格
確

認
で
き
る
仕
組
み
を
リ
リ
ー
ス

し
た
が
、
今
回
の
よ
う
な
オ
ン

ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
そ

　
今
回
の
場
合
、
健
康
保
険
証

で
確
認
す
る
ほ
か
、
①
資
格
情

報
の
お
知
ら
せ
の
提
示
、
②
患

者
の
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
あ
る

資
格
情
報
画
面
の
提
示
、
③
資

格
情
報
を
口
頭
確
認
（
再
診

時
）、
④
被
保
険
者
資
格
申
立

書
を
記
載
し
て
も
ら
う
（
初
診

時
）
な
ど
の
手
法
で
資
格
確
認

を
す
る
。
た
だ
、
理
解
し
て
い

る
患
者
は
多
く
は
な
い
と
思
わ

れ
る
の
で
、
受
付
で
は
注
意
を

要
す
る
。

　
渋
谷
区
と
世
田
谷
区
の
国
保

は
、
全
被
保
険
者
に
資
格
確
認

書
を
一
斉
送
付
す
る
が
、
こ
れ

こ
そ
が
現
実
的
な
対
応
法
で
あ

ろ
う
。
協
会
は
、
患
者
も
現
場

も
混
乱
が
な
い
よ
う
他
の
区
市

町
村
で
も
一
斉
送
付
す
る
よ
う

求
め
て
い
く
。

６
月
22
日
、「
糖
尿
病
診
療
に
お
け
る
医
科
歯
科
連
携
愛
知
モ
デ

ル
」
を
テ
ー
マ
に
、
当
会
並
び
に
東
京
保
険
医
協
会
お
よ
び
千
葉

県
保
険
医
協
会
と
共
催
で
医
科
歯
科
連
携
研
究
会
２
０
２
５
が
開

催
さ
れ
、
会
場
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
を
合
わ
せ
て
72
名
が
参
加
し
た
。

地
域
連
携
の
ポ
イ
ン
ト
は

自
ら
足
を
運
ぶ
こ
と

　
医
科
か
ら
、
岡
田
由
紀
子
氏

（
春
日
井
市
民
病
院
糖
尿
病
・

内
分
泌
内
科
部
長
）、
歯
科
か

ら
押
村
憲
昭
氏
（
か
す
も
り
・

お
し
む
ら
歯
科
院
長
）
が
講
演

し
た
。

　
岡
田
氏
は
、「
糖
尿
病
診
療

に
お
け
る
医
科
歯
科
連
携
―
こ

れ
か
ら
の
課
題
と
期
待
―
」
と

題
し
、
糖
尿
病
診
療
に
お
け
る

診
断
や
血
糖
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
、
治
療
目
標
に
つ
い
て
触
れ

た
後
、
糖
尿
病
併
存
症
と
し
て

歯
周
病
が
健
常
人
の
２
・
６
倍

で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
そ
の

う
え
で
、
歯
科
か
ら
内
科
主

治
医
へ
具
体
的
な
情
報
共
有

を
行
う
た
め
の
照
会
状
の
具

体
例
な
ど
を
示
し
な
が

ら
、
医
科
歯
科
連
携
の
重
要

性
を
訴
え
た
。
さ
ら
に
、
歯

科
衛
生
士
は
患
者
と
の
距
離

が
近
く
、
長
い
時
間
関
わ
れ

る
た
め
、
食
生
活
や
嗜
好

品
、
歯
磨
き
な
ど
の
清
潔
健

康
意
識
な
ど
を
聞
き
取
る
こ

と
が
で
き
、「
今
後
さ
ら
に

活
躍
で
き
る
と
期
待
し
て
い

る
」
と
述
べ
た
。

　

次
い
で
、
押
村
氏
は
、

「
糖
尿
病
治
療
に
お
け
る
歯

科
治
療
の
チ
カ
ラ
」
と
題

し
、
歯
科
治
療
を
行
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
食
事
量
が
増

え
、
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が

不
良
と
な
っ
た
症
例
を
交

え
、
食
生
活
を
見
な
が
ら
歯

科
治
療
を
行
う
こ
と
の
必
要

投稿募集投稿募集
　「東京歯科保険医新聞」では、戦争に関する企画「伝えたい記憶～
戦時体験（仮題）」への投稿を募集しています。
　戦争を経験された方、ご家族やご親戚の方から戦時下の話を聞か
れた方など、直接・間接に戦争を体験された方々からのご投稿を募
集しています。戦後80年という節目の年に改めて平和について考え
る企画になればと考えています。お写真のみの投稿でも結構です、
ぜひご協力をお願いいたします。

募集要綱
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・
増
加
し
て
ま
す
。

・
特
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
期

限
が
切
れ
る
の
で
そ
ろ
そ

ろ
手
続
き
に
行
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
の
で
大
変
」

と
い
う
患
者
さ
ん
は
何
人

か
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

◆
期
限
切
れ
の
マ
イ
ナ
保
険

証
を
持
参
す
る
患
者
さ
ん
が

増
加
し
て
い
る
と
い
う
報
告

が
あ
り
ま
す
が
、
先
生
の
医

院
で
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

◆
６
月
15
日
の
第
53
回
定
期

総
会
で
は
役
員
改
選
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
新
た
な
執
行
部

に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
期

待
し
ま
す
か
。

・
与
党
議
員
に
対
し
て
、
し

っ
か
り
と
物
申
す
方
が
適

材
で
す
。

図とQR：
「これからの窓口対応　きほんのマニュアル」

福島  崇
（理事／大田区）

今回の「コメ」問題から
思うこと

～今後の歯科の食への関わり方一考～

性
を
訴
え
た
。ま
た
、糖
尿
病
内

科
未
受
診
や
治
療
中
断
中
の
患

者
が
多
く
い
る
こ
と
に
触
れ
、

早
期
に
医
科
歯
科
連
携
を
実
行

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
述

べ
、
連
携
を
す
る
相
手
先
を
知

医科歯科連携研究会を開催

る
た
め
に
、
自
ら
地
域
に
出
て

い
く
べ
き
だ
と
呼
び
掛
け
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
歯
科
医

療
の
目
的
は
食
生
活
を
改
善
す

る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
考
え
に

感
銘
を
受
け
た
」「
診
療
情
報

提
供
書
の
や
り
取
り
で
、
も
う

少
し
踏
み
込
み
た
い
時
の
ア
プ

ロ
ー
チ
の
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ

た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

た
。

の
も
の
の
ト
ラ
ブ
ル
に
は
役
立

つ
も
の
で
は
な
い
。

　
資
格
確
認
書
の
一
斉
送
付
が

　
現
実
的

　
協
会
は
、
ト
ラ
ブ
ル
対
応
を

ま
と
め
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る

（
図
）。
ぜ
ひ
受
付
に
置
い
て

い
た
だ
き
た
い
。

由
の
一
つ
と
し
て
、
診
療
報
酬

改
定
が
複
雑
で
、
施
設
基
準
の

届
出
な
ど
の
仕
組
み
が
理
解
し

づ
ら
い
こ
と
を
上
げ
た
。

　
ま
た
、
医
院
経
営
の
窮
状
の

背
景
に
材
料
費
を
含
む
物
価
高

騰
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
し
た
。

◆
メ
デ
ィ
ア
懇
談
会
と
は

　
メ
デ
ィ
ア
懇
談
会
は
隔
月
で

開
催
し
て
お
り
、
今
回
で
通
算

107
回
目
。
協
会
が
実
施
し
た
調

査
結
果
の
公
表
や
、
会
員
か
ら

の
問
い
合
わ
せ
状
況
な
ど
を
基

に
、
歯
科
医
療
が
置
か
れ
る
現

状
を
メ
デ
ィ
ア
に
向
け
て
発
信

し
、
懇
談
を
通
じ
て
双
方
の
理

解
を
深
め
る
た
め
に
開
催
し
て

い
る
。

通
信
員
便
り

通
信
員
便
り 

№№
151151151151

・
厚
労
省
と
対
峙
し
て
い
く

強
靭
な
心
で
の
対
応
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。
今
ま

で
通
り
、
地
道
に
実
直
に

歩
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

い
つ
も
会
員
目
線
で
活
動

し
て
い
た
だ
き
、
大
変
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

・
今
で
も
問
題
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
歯
科
医
院
の
サ
ポ

ー
ト
の
充
実
を
。

機
関
紙
６
月
号
に
つ
い
て
、
通
信

員
50
名
の
便
り
の
中
か
ら
抜
粋
し

て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
で
き
ず



前回調査時
2022年 12月実施

※直近の助成実施予定
〇窓口負担 200円の撤廃：

2025年 10月～狛江市、福生市、西東京市　

〇所得制限の撤廃：

　2025年 10月～狛江市、東村山市、東久留米市、羽村市

〇入院時食事代の補助：

　2025年 10月～足立区

前回調査から約2年半が経ち、　　（＝窓口負担200円

あり・所得制限あり） の地域が色付いたことが分かります。

助成が拡大！

：窓口負担・所得制限なし（入院時食事代の補助あり）※武蔵村山市の入院時食事代の補助はマル乳のみ

：窓口負担・所得制限なし　
：窓口負担・所得制限なし 、マル青のみ窓口負担 200 円
：マル子・マル青 窓口負担 200 円あり・所得制限なし  ※東久留米市は 0 歳のみ、国立市は入院時食事代の補助あり

：マル子・マル青 窓口負担 200 円あり・所得制限マル青のみあり ※青ヶ島村を除き、15 歳までは所得制限は撤廃された

：窓口負担なし・所得制限あり
：窓口負担 200 円あり・所得制限あり

2025 年 6月実施

前回調査時
2022年 12月実施

※直近の助成実施予定

前回調査から約2年半が経ち、　　（＝窓口負担200円

あり・所得制限あり） の地域が色付いたことが分かります。

助成が拡大！

：マル子・マル青 窓口負担 200 円あり・所得制限マル青のみあり ※青ヶ島村を除き、15 歳までは所得制限は撤廃された

：窓口負担なし・所得制限あり
：窓口負担 200 円あり・所得制限あり

2025 年 6月実施

※

※

※
※

※

※

※

「子ども医療費助成制度」都内区市町村の窓口負担・所得制限等の状況
（2025 年６月時点）

協
会
は
、
こ
れ
ま
で
20
年
以

上
前
か
ら
18
歳
ま
で
の
子
ど
も

医
療
費
無
償
化
を
訴
え
て
き

た
。
東
京
都
で
は
子
ど
も
医
療

費
を
完
全
無
償
化
し
て
い
る
自

治
体
が
年
々
増
加
し
て
お

り
、
つ
い
に
お
よ
そ
8
割
の
自

治
体
が
完
全
無
償
化
と
な
っ

た
。
危
機
的
な
少
子
化
で
あ

り
、
子
育
て
支
援
や
子
ど
も
の

健
康
を
守
る
機
運
が
高
ま
る

中
、
協
会
の
運
動
の
成
果
が
出

つ
つ
あ
る
。

し
か
し
、
12
自
治
体
で
は
ま

だ
自
己
負
担
が
残
る
。
財
源
や

方
針
な
ど
、
自
治
体
任
せ
で
は

解
決
で
き
な
い
問
題
が
あ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
２
０
２

４
年
９
月
の
第
３
回
定
例
会
で

は
、
小
池
百
合
子
都
知
事
が
、

自
治
体
間
の
格
差
を
是
正
し
た

い
と
し
て
、
子
ど
も
医
療
費
助

成
制
度
の
所
得
制
限
撤
廃
を
打

ち
出
し
た
こ
と
は
評
価
し
た
い

が
、
自
治
体
間
の
格
差
是
正
と

い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
も
う
一

歩
踏
み
込
み
「
１
回
の
受
診
に

つ
き
上
限
200
円
の
自
己
負

担
」
も
撤
廃
す
べ
き
だ
。

２
０
２
４
年
に
実
施
し
た
東

京
都
へ
の
要
請
で
は
、「
1
回

200
円
の
自
己
負
担
は
受
診
の
妨

げ
に
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。
し

か
し
、
当
会
の
調
査
で
一
部
負

担
金
の
有
無
に
よ
り
受
診
率
や

口
腔
内
の
状
況
が
違
う
こ
と
が

示
さ
れ
て
い
る
上
、
自
治
体
か

ら
も
「
窓
口
負
担
が
あ
る
こ
と

で
コ
ン
ビ
ニ
受
診
を
防
い
で
い

る
」
と
受
診
を
抑
制
す
る
効
果

が
あ
る
と
の
意
見
が
出
さ
れ
て

い
る
。
確
か
に
不
要
な
受
診
は

控
え
る
べ
き
で
あ
る
が
、
受
診

を
た
め
ら
う
こ
と
で
、
重
症
化

す
る
リ
ス
ク
を
負
う
べ
き
で
は

な
い
。
特
に
子
ど
も
は
症
状
を

的
確
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き

ず
、
病
状
の
急
変
が
起
こ
り
や

す
く
、
進
行
が
早
い
な
ど
の
特

徴
が
あ
る
。
早
期
受
診
、
早
期

治
療
を
行
う
こ
と
で
、
子
ど
も

の
健
や
か
な
成
長
を
促
す
こ
と

は
当
然
で
は
な
い
か
。

さ
ら
に
、
東
京
都
が
無
償
と

な
っ
た
と
し
て
も
、
他
の
都
道

府
県
で
は
一
部
負
担
金
が
あ
る

自
治
体
は
多
く
あ
る
。
ど
こ
に

居
住
し
て
い
て
も
安
心
し
て
医

療
に
か
か
れ
る
よ
う
、
全
国
統

一
の
制
度
と
す
る
べ
き
だ
。
東

京
都
に
は
、
ま
ず
東
京
都
自
ら

が
手
本
と
な
り
、
子
ど
も
医
療

費
の
完
全
無
償
化
を
実
施

し
、
全
国
統
一
の
制
度
と
し
て

国
が
実
施
す
る
よ
う
、
強
く
働

き
か
け
て
も
ら
い
た
い
。

引
き
続
き
協
会
で
は
、
す
べ

て
の
子
ど
も
が
平
等
に
、
お
金

の
心
配
を
せ
ず
に
医
療
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
東
京
都
、
さ
ら

に
国
に
対
し
て
「
子
ど
も
医
療

費
無
償
化
」「
地
域
間
格
差
の

是
正
」
を
求
め
て
い
く
。

２
０
２
５
年
７
月
１
日

　
東
京
歯
科
保
険
医
協
会

　
　
　
　

  

地
域
医
療
部

部
長　
森
元
主
税

東
京
都
は
２
０
２
３
年
４

月
、
所
得
制
限
付
き
で
18
歳
ま

で
の
子
ど
も
を
対
象
と
し
た

「
高
校
生
等
医
療
費
助
成
制

度
」
を
開
始
し
た
。
さ
ら
に
、

本
年
10
月
に
、
子
ど
も
医
療
費

助
成
制
度
の
所
得
制
限
を
撤
廃

す
る
方
針
で
あ
る
。

し
か
し
、
一
部
の
市
町
村
で

は
「
１
回
の
受
診
に
つ
き
、

上
限
200
円
の
窓
口
負
担
」
が

残
る
。
こ
れ
は
、
東
京
都
の

助
成
が
「
１
回
の
受
診
に
つ

き
上
限
200
円
の
窓
口
負
担
」

を
除
く
分
と
な
っ
て
お
り
、

完
全
無
償
化
す
る
た
め
に

は
、
各
区
市
町
村
の
費
用
負

担
が
必
要
な
た
め
だ
。
事
実

上
完
全
無
償
化
す
る
か
ど
う

か
は
、
各
区
市
町
村
の
裁
量

に
任
せ
ら
れ
て
い
る
。

今
回
、
窓
口
負
担
が
残
る
16

の
自
治
体
を
対
象
に
「
子
ど
も

医
療
費
助
成
制
度
実
施
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し

た
。
そ
の
結
果
、
４
自
治
体
か

ら
は
、
独
自
の
費
用
負
担
を

「
実
施
予
定
」
や
「
検
討
中
」

と
の
回
答
を
得
た
。
着
実
に
子

ど
も
医
療
費
の
無
償
化
が
進
ん

で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一

方
、
12
自
治
体
が
「
実
施
予
定

が
な
い
・
実
施
で
き
な
い
」
と

回
答
し
た
。
主
な
理
由
は
「
財

源
的
に
厳
し
い
」
で
、
全
体
の

半
数
を
占
め
て
い
る
。
そ
の

他
、「
東
京
都
の
制
度
に
準
じ

て
対
応
す
る
た
め
」「
一
部
負

担
金
の
有
無
に
よ
る
地
域
格
差

を
な
く
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え

る
一
方
で
、
一
部
負
担
金
を
設

け
る
こ
と
で〝
コ
ン
ビ
ニ
受
診
〞

を
防
ぎ
、
適
正
な
医
療
費
を
維

持
し
て
い
る
と
も
考
え
る
」
な

ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か

ら
、
自
治
体
独
自
で
子
ど
も
医

療
費
の
助
成
に
財
源
を
捻
出
す

る
こ
と
に
限
界
が
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
一
方
で
、

居
住
地
に
よ
り
窓
口
負
担
の
有

無
が
変
わ
る
こ
と
で
、
健
康
格

差
が
生
じ
て
い
る
。
当
会
が
23

年
度
に
実
施
し
た
「
学
校
歯
科

治
療
調
査
」
で
は
、
学
校
の
健

診
で
「
要
受
診
」
と
診
断
さ
れ

た
子
ど
も
の
受
診
率
が
窓
口
負

担
の
な
い
23
区
と
比
べ
、
窓
口

負
担
の
残
る
多
摩
地
区
で
低

く
、「
口
腔
内
が
崩
壊
状
態
と

考
え
ら
れ
る
子
ど
も
が
い

た
」
と
回
答
し
た
学
校
の
割
合

も
多
摩
地
区
で
高
く
な
る
傾
向

が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
現
場
の

養
護
教
諭
か
ら
は
「
自
己
負
担

が
残
る
自
治
体
の
子
ど
も
に
は

受
診
勧
告
が
し
に
く
い
」
と
の

意
見
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

子
ど
も
が
い
つ
で
も
安
心
し

て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
引
き
続
き
協
会
で
は
子
ど

も
医
療
費
無
償
化
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
。
な
お
、
自
治

体
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
た

い
。

地域医療部長談話

子ども医療費助成制度の子ども医療費助成制度の

拡充を全国へ拡充を全国へ

６
月
５
日
、
参
議
院
議
員
会

館
会
議
室
で
「
保
険
で
よ
り
良

い
歯
科
医
療
を
」
署
名
提
出
集

会
が
開
か
れ
、
主
催
し
た
「
保

険
で
良
い
歯
科
医
療
を
」
全
国

連
絡
会
か
ら
19
万
1
千
216
筆
の

署
名
を
国
会
に
提
出
し
た
こ
と

が
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、
会
場

に
204
名
（
国
会
議
員
16
名
、
マ

ス
コ
ミ
２
社
を
含
む
）、
Ｗ
Ｅ

Ｂ
で
は
73
カ
所
か
ら
144
名
、
お

よ
び
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
で
は
60

名
が
参
加
し
、
計
408
名
が
参
加

し
た
。

自
身
も
歯
科
医
師
で
あ
る
長

谷
川
嘉
一
衆
議
院
議
員
か
ら

は
、「
東
京
新
聞
で
歯
科
技
工

士
問
題
が
報
道
さ
れ
た
。
入
れ

歯
を
作
っ
て
く
れ
る
歯
科
技
工

士
が
見
つ
か
ら
な
い
経
験
も
し

た
。
歯
科
技
工
士
の
収
入
は
厳

し
く
、
確
保
す
る
仕
組
み
が
必

要
だ
」。
ま
た
、
松
下
玲
子
衆

議
院
議
員
か
ら
は
、「
武
蔵
野

市
長
時
代
に
、
無
料
の
歯
科
健

診
を
行
っ
て
き
た
。
し
か
し
、

そ
れ
以
上
の
こ
と
は
国
政
で
な

け
れ
ば
で
き
な
い
と
思
っ
て
い

る
。
頑
張
り
た
い
」
な
ど
、
歯

科
へ
の
理
解
に
基
づ
く
さ
ま
ざ

ま
発
言
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、「
保
険
で
よ
い
歯

を
」
東
京
連
絡
会
の
矢
野
正
明

代
表
世
話
人
が
、
保
険
で
よ
り

良
い
歯
科
医
療
を
求
め
、
議
員

要
請
を
行
っ
た
。
歯
科
医
療
機

関
の
現
状
を
訴
え
、
要
望
書
と

歯
科
署
名
を
提
出
し
た
。
東
北

大
学
で
の
研
究
結
果
を
基
に
介

護
保
険
分
野
で
も
口
腔
の
健
康

が
介
護
予
防
に
有
効
な
こ
と
を

伝
え
た
。
物
価
高
騰
に
つ
い
て

は
エ
プ
ロ
ン
や
紙
コ
ッ
プ
と
い

う
治
療
に
不
可
欠
な
材
料
が
値

上
が
り
し
て
い
る
こ
と
、
止
血

剤
で
あ
る
サ
ー
ジ
セ
ル
の
市
販

価
格
が
６
千
290
円
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
保
険
で
は
５
千

720
円
し
か
認
め
ら
れ
ず
、
570
円

も
の
「
逆
ザ
ヤ
」
が
発
生
し
て

い
る
現
状
を
訴
え
た
。
ま
た
、

学
校
歯
科
健
診
の
後
の
子
供
の

歯
科
矯
正
の
保
険
適
用
に
つ
い

て
の
現
状
を
伝
え
た
。

◆
請
願
署
名
の
紹
介
議
員
に
な

っ
た
国
会
議
員
は
、
以
下
の
各

氏
（
順
不
同
。
※
は
秘
書
対
応
）。

【
衆
議
院
】

末
松
義
規
議
員(

立
憲)

※
松
下
玲
子
議
員(

立
憲)

【
参
議
院
】

※
吉
良
よ
し
こ
議
員(

共
産)

保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
を

求
め
る
請
願
署
名
に
ご
協
力
い

た
だ
い
た
先
生
方
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

保険でより良い歯科医療を求める請願署名

19万1216筆を提出

良い歯署名提出集会に400名超
良い歯署名提出集会に400名超

（左から）末松義規議員、矢野正明氏（左から）末松義規議員、矢野正明氏

　
　

都
全
域
で
所
得
制
限
撤
廃
へ

　
　

子
ど
も
医
療
費
無
償
化
の
進
捗

一部自治体一部自治体
除き除き
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